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ト 6b1（Cox6b1）が、発現誘導されていることを明らかにした（Dani D et al, 







 In vivo における解析を行うため、CR 群には、生後１２週齢から自由摂食（AL）マ
ウス（C57BL/6J）の平均摂食量の 70% 食餌量を生後１２ヶ月まで与えた。その後、肝
臓を摘出し、CR 及びミトコンドリア機能関連分子の解析を行った。特に、スーパー




 In vitro における Cox6b1 の分子メカニズムを解明するため、マウス胎児皮膚由
来 NIH3T3 細胞株を用いて機能解析を行った。Cox6b1 過剰発現細胞株の樹立及び 




結   果 
 
１． BN-PAGE/SDS-PAGE によって、CR マウス肝臓におけるスーパーコンプレックスの
形成が、対照群の AL マウスと比較して増加していることを見出した。そして、スー
パーコンプレックス中に Cox6b1 が存在することを確認した。 
 








In vivo における CR の影響とは異なる部分があった。 
 
考   察 
 本研究は、CR における抗老化機構に Cox6b1 によるスーパーコンプレックス形成が
関与していることを示唆した。しかしながら、Cox6b1 の過剰発現だけでは、in vivo
における CR の効果を完全には説明できなかった。今後は、Cox6b1 以外のサブユニッ
トの関連性を検討する必要がある。さらに、本研究は、Cox6b1 および呼吸鎖スーパー
コンプレックスの形成が老化関連疾患の発症メカニズムに関与している可能性を示
唆しており、今後、新たな疾患研究の展開を期待できる。 
